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第６期コレンジャー活動報告

１月の活動は、調査したいこ

とを選び、自分で発見しに森へ

行く３チームに分かれての調査

活動となりました。冷たい風が

吹く一日でしたが、それぞれの

目的を達成できました。

右の「森の子コレンジャー新

聞」はコレンジャーの和也が、

活動中、野帳に書き記したもの

や撮った写真などから次回の活

動までに完成させているもので

す。活動内容やレンジャーの話、

発見したことや感想などをまと

め、次回の活動時に仲間に説明

しています。きっと悩んだり調

べたりしながら和也自身が工夫

して２年間継続しているのだと

思います。

今期の活動でも、子どもたちそれぞれが、レンジャーの言動をヒントに、自分で確かめ、自然と関わる手段

や自然に対する気持ちを自分なりに見つけ育てています。自然の中に立つことで、自然とのつながりが輪を描

くように広がっていくことを願って･･･今月はいよいよ終了式を迎えます！
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空・陸・水を手に入れた？！
多くのカモ類が越冬のため本市の水辺に訪れる冬、よく目にした鳥

「大鷭（オオバン）」。オオバンはカモではなくクイナの仲間で、黒

い体に赤い目、白いくちばしと額を持ち、主にヨシなどが生育する湖

沼、池、河川、水田などに生息しています。東京都では絶滅危惧種に

指定されています。

昼間、水面や陸地で休んでいるカモをよそ目に、スイスイと水面を

移動し潜水して、水草や種子、昆虫類、貝類、甲殻類などを食べてい

ます。水面を蹴りながら羽ばたいて移動し、キュキューと高い声で鳴

いたかと思うと陸に上がって草をはむ･･･歩く姿はぎこちなく、体に

飛ぶ

似合わず大きな足が目立ちます。よく見ると、足指（あしゆび）に大きなウロコ（？）

の様なものが。カモ類は足指の間に薄い膜形状の水かきがある蹼足（ぼくそく）を持っ

ていますが、オオバンは弁足（べんそく）といって木の葉形状の水かきを持っていま

す。道具を使わずして飛ぶ、歩く、泳ぐ・潜る能力を持っているオオバンの動きに目が

離せなくなります。４月頃繁殖地へ移動するため、まだ、本市東部で観察可能です。

近づきすぎずに双眼鏡で観察することをお勧めします♪ （加瀬澤）

もぐる（潜水もする）




